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(57)【要約】
　本開示のある特定の態様は、単一無線ハイブリッドチ
ューンアウェイデバイスのためのロングタームエボリュ
ーション（ＬＴＥ）接続不連続受信（ＣＤＲＸ）を最適
化するための技法および装置に関する。ある特定の態様
は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための
方法を提供する。方法は、概して、ＤＲＸモードに入る
こと、ここにおいて、ＵＥは、第１の無線アクセス技術
（ＲＡＴ）ネットワークに接続されている間に、アクテ
ィビティ期間と非アクティビティ期間を交互に繰り返す
、と、第２のＲＡＴネットワークにおける信号をモニタ
するために、チューンアウェイ期間の間、第１のＲＡＴ
ネットワークからチューンアウェイすることと、ＤＲＸ
モードのための非アクティビティタイマーがいつ満了す
るか、またはいつ満了することになるかを決定すること
と、その決定に少なくとも部分的に基づいて非アクティ
ビティタイマーの値を調整することと、を含む。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　不連続受信（ＤＲＸ）モードに入ること、ここにおいて、前記ＵＥは、第１の無線アク
セス技術（ＲＡＴ）ネットワークに接続されている間、アクティビティ期間と非アクティ
ビティ期間を交互に繰り返す、と、
　第２のＲＡＴネットワークにおける信号をモニタするために、チューンアウェイ期間の
間、前記第１のＲＡＴネットワークからチューンアウェイすることと、
　前記ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ満
了することになるかを決定することと、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記非アクティビティタイマーの値を調整す
ることと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のＲＡＴネットワークは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワ
ークを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２のＲＡＴネットワークは、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ
）、１ｘＲＴＴ、時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）ネットワーク、また
は広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）、のうちの少なくとも１つを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＤＲＸモードは、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続状態のＤＲＸ（ＣＤＲＸ）モー
ドを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記ＵＥが前記チューンア
ウェイ期間の後に前記第１のＲＡＴネットワークにチューンバックするときに、前記非ア
クティビティタイマーの前記値を初期値、デフォルト値、または所定値にリセットするこ
とを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記非アクティビティタイ
マーの前記値をＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値に設定することを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値のためのしきい値よりも
少ない、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記非アクティビティタイマー、またはオフセットの
値と別のタイマーの値との合計のうちの最小値に等しい、
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記オフセットの前記値は、ｄｒｘｃｙｃｌｅｓｔａｒｔ＿ｏｆｆｓｅｔ値を備え、前
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記別のタイマーの前記値は、ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎタイマーの値を備える、
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１０】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　不連続受信（ＤＲＸ）モードに入るための手段、ここにおいて、前記ＵＥは、第１の無
線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークに接続されている間、アクティビティ期間と非ア
クティビティ期間を交互に繰り返す、と、
　第２のＲＡＴネットワークにおける信号をモニタするために、チューンアウェイ期間の
間、前記第１のＲＡＴネットワークからチューンアウェイするための手段と、
　前記ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ満
了することになるかを決定するための手段と、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記非アクティビティタイマーの値を調整す
るための手段と
　を備える、装置。
【請求項１１】
　前記第１のＲＡＴネットワークは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワ
ークを備える、
　請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第２のＲＡＴネットワークは、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ
）、１ｘＲＴＴ、時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）ネットワーク、また
は広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）、のうちの少なくとも１つを備える、
　請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ＤＲＸモードは、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続状態のＤＲＸ（ＣＤＲＸ）モー
ドを備える、
　請求項１０に記載の装置。
【請求項１４】
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記ＵＥが前記チューンア
ウェイ期間の後に前記第１のＲＡＴネットワークにチューンバックするときに、前記非ア
クティビティタイマーの前記値を初期値、デフォルト値、または所定値にリセットするこ
とを備える、
　請求項１０に記載の装置。
【請求項１５】
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記非アクティビティタイ
マーの前記値をＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値に設定することを備える、
　請求項１０に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値のためのしきい値よりも
少ない、
　請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記非アクティビティタイマー、またはオフセットの
値と別のタイマーの値との合計のうちの最小値に等しい、
　請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
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　前記オフセットの前記値は、ｄｒｘｃｙｃｌｅｓｔａｒｔ＿ｏｆｆｓｅｔ値を備え、前
記別のタイマーの前記値は、ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎタイマーの値を備える、
　請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　　不連続受信（ＤＲＸ）モードに入ること、ここにおいて、前記ＵＥは、第１の無線ア
クセス技術（ＲＡＴ）ネットワークに接続されている間、アクティビティ期間と非アクテ
ィビティ期間を交互に繰り返す、と、
　　第２のＲＡＴネットワークにおける信号をモニタするために、チューンアウェイ期間
の間、前記第１のＲＡＴネットワークからチューンアウェイすることと、
　　前記ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ
満了することになるかを決定することと、
　　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記非アクティビティタイマーの値を調整
することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える、装置。
【請求項２０】
　前記第１のＲＡＴネットワークは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワ
ークを備える、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第２のＲＡＴネットワークは、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ
）、１ｘＲＴＴ、時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）ネットワーク、また
は広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）、のうちの少なくとも１つを備える、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２２】
　前記ＤＲＸモードは、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続状態のＤＲＸ（ＣＤＲＸ）モー
ドを備える、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記ＵＥが前記チューンア
ウェイ期間の後に前記第１のＲＡＴネットワークにチューンバックするときに、前記非ア
クティビティタイマーの前記値を初期値、デフォルト値、または所定値にリセットするこ
とを備える、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２４】
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記非アクティビティタイ
マーの前記値をＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値に設定することを備える、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２５】
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値のためのしきい値よりも
少ない、
　請求項６に記載の装置。
【請求項２６】
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記非アクティビティタイマー、またはオフセットの
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値と別のタイマーの値との合計のうちの最小値に等しい、
　請求項７に記載の装置。
【請求項２７】
　前記オフセットの前記値は、ｄｒｘｃｙｃｌｅｓｔａｒｔ＿ｏｆｆｓｅｔ値を備え、前
記別のタイマーの前記値は、ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎタイマーの値を備える、
　請求項１０に記載の装置。
【請求項２８】
　コンピュータ実行可能コードを記憶したコンピュータ可読媒体であって、前記コンピュ
ータ実行可能コードは、
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、不連続受信（ＤＲＸ）モードに入ること、ここにおいて
、前記ＵＥは、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークに接続されている間、ア
クティビティ期間と非アクティビティ期間を交互に繰り返す、と、
　第２のＲＡＴネットワークにおける信号をモニタするために、チューンアウェイ期間の
間、前記第１のＲＡＴネットワークからチューンアウェイすることと、
　前記ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ満
了することになるかを決定することと、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記非アクティビティタイマーの値を調整す
ることと
　を行うためのものである、コンピュータ可読媒体。
【請求項２９】
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記ＵＥが前記チューンア
ウェイ期間の後に前記第１のＲＡＴネットワークにチューンバックするときに、前記非ア
クティビティタイマーの前記値を初期値、デフォルト値、または所定値にリセットするこ
とを備える、
　請求項２８に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３０】
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記非アクティビティタイ
マーの前記値をＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値に設定することを備える、
　請求項２８に記載のコンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本願は、２０１５年７月２９日に出願された米国特許出願第１４／８１２，７
９１号の優先権を主張し、これは、２０１４年７月３１日に出願された米国仮特許出願番
号第６２／０３１，８５２号の利益を主張し、これは、本明細書にその全体において参照
によって組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本開示は、概して、ワイヤレス通信に関し、より具体的には、単一無線ハイブ
リッドチューンアウェイデバイス（single-radio hybrid tune away devices）のための
ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））接続不連続受信（ＣＤＲＸ：conn
ected discontinuous reception）のための方法および装置に関する。
【関連分野の説明】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、電話通信、映像、データ、メッセージング、およ
びブロードキャストといった、様々な電気通信サービスを提供するために幅広く展開され
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ている。典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯
域幅、送信電力）を共有することによって、複数のユーザとの通信をサポートすることが
可能な多元接続技術を採用し得る。このような多元接続技術の例は、符号分割多元接続（
ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤ
ＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周
波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（Ｔ
Ｄ－ＳＣＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]　これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが、地方自治体レベル、
全国レベル、地域レベルで、そして世界レベルでも通信することを可能にする、共通のプ
ロトコルを提供するために、様々な電気通信規格において採り入れられている。新興の電
気通信規格の例は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）である。ＬＴＥ／ＬＴＥア
ドバンストは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標））によっ
て広められたユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）のモバイル規格に対す
る改良のセットである。それは、スペクトル効率を改善することによってモバイルブロー
ドバンドインターネットアクセスをより良くサポートし、コストを下げ、サービスを改善
し、新たなスペクトルを活用し、ダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを、アップリン
ク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを、そして多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使
用して他のオープン規格とより良く一体化するように設計されている。しかしながら、モ
バイルブロードバンドアクセスに対する需要が高まり続けるにつれて、ＬＴＥ技術におけ
る更なる改善の必要性が存在する。「ＬＴＥ」は概して、ＬＴＥおよびＬＴＥアドバンス
ト（ＬＴＥ－Ａ）を指す。望ましくは、これらの改善が、他の多元接続技術およびこれら
の技術を採用する電気通信規格に適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　本開示のシステム、方法、およびデバイスは、いくつかの態様を各々有し、こ
れらのうちのいずれも、その所望の属性を単独で担うものではない。後に続く特許請求の
範囲によって表される本開示の範囲を限定することなく、いくつかの特徴がここで簡潔に
説明されることになる。この説明を考慮した後、ならびに特に「詳細な説明」と題するセ
クションを読んだ後、当業者は、本開示の特徴が、ワイヤレスネットワークにおけるアク
セスポイントと局との間の改善された通信を含む利点をどのように提供するかを理解する
であろう。
【０００６】
　[0006]　本開示のある特定の態様は、単一無線ハイブリッドチューンアウェイデバイス
のためのロングタームエボリューション（ＬＴＥ）接続不連続受信（ＣＤＲＸ）のための
技法、対応する装置、およびプログラム製品を提供する。
【０００７】
　[0007]　本開示のある特定の態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のため
の方法を提供する。方法は、概して、ＤＲＸモードに入ることと、ここにおいて、ＵＥは
、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークに接続されている間に、アクティビテ
ィ期間と非アクティビティ期間（inactivity period）を交互に繰り返し、第２のＲＡＴ
ネットワークにおける信号をモニタするために、チューンアウェイ期間の間、第１のＲＡ
Ｔネットワークからチューンアウェイする（tuning away）ことと、ＤＲＸモードのため
の非アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ満了することになるかを決定
することと、その決定に少なくとも部分的に基づいて非アクティビティタイマーの値を調
整することと、を含む。
【０００８】
　[0008]　本開示のある特定の態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のための装置を提供す
る。装置は、概して、ＤＲＸモードに入るための手段と、ここにおいて、ＵＥは、第１の
ＲＡＴネットワークに接続されている間に、アクティビティ期間と非アクティビティ期間
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を交互に繰り返し、第２のＲＡＴネットワークにおける信号をモニタするために、チュー
ンアウェイ期間の間、第１のＲＡＴネットワークからチューンアウェイするための手段と
、ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ満了す
ることになるかを決定するための手段と、その決定に少なくとも部分的に基づいて非アク
ティビティタイマーの値を調整するための手段と、を含む。
【０００９】
　[0009]　本開示のある特定の態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のため
の装置を提供する。装置は、概して、ＤＲＸモードに入ることと、ここにおいて、ＵＥは
、第１のＲＡＴネットワークに接続されている間に、アクティビティ期間と非アクティビ
ティ期間を交互に繰り返し、第２のＲＡＴネットワークにおける信号をモニタするために
、チューンアウェイ期間の間、第１のＲＡＴネットワークからチューンアウェイすること
と、ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ満了
することになるかを決定することと、その決定に少なくとも部分的に基づいて非アクティ
ビティタイマーの値を調整することと、を行うように構成された少なくとも１つのプロセ
ッサと、少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを含む。
【００１０】
　[0010]　本開示のある特定の態様は、コンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的
なコンピュータ可読媒体を提供する。コンピュータ実行可能コードは、概して、ＤＲＸモ
ードに入るためのコードと、ここにおいて、ＵＥは、第１のＲＡＴネットワークに接続さ
れている間に、アクティビティ期間と非アクティビティ期間を交互に繰り返し、第２のＲ
ＡＴネットワークにおける信号をモニタするために、チューンアウェイ期間の間、第１の
ＲＡＴネットワークからチューンアウェイするためのコードと、ＤＲＸモードのための非
アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ満了することになるかを決定する
ためのコードと、その決定に少なくとも部分的に基づいて非アクティビティタイマーの値
を調整するためのコードと、を含む。
【００１１】
　[0011]　前述の目的および関連する目的の達成のために、１つまたは複数の態様が、以
下に十分に説明され、かつ特許請求の範囲において具体的に示される特徴を備える。下記
の説明および付属の図面は、１つまたは複数の態様のある特定の例示的な特徴を詳細に述
べる。しかしながら、これらの特徴は、様々な態様の原理が採用され得る様々な手法のご
く一部を示すものであり、この説明は、そのようなすべての態様およびそれらの同等物を
含むことが意図される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　[0012]　本開示の上記の特徴が詳細に理解されることができるように、上では簡潔に要
約されていた、より具体的な説明が、態様を参照することによってなされ得、その態様の
いくつかは添付の図面に例示されている。しかしながら、添付の図面は本開示のある特定
の典型的な態様のみを例示しており、したがって、その説明が他の同等に効果的な態様を
認め得るため、その範囲を限定するものと考慮されるべきではないことに留意されたい。
【図１】本開示のある特定の態様にしたがった、オーバーラップしているカバレッジを複
数のワイヤレスネットワークが有する実例的な配置を例示する図。
【図２】本開示のある特定の態様にしたがった、ユーザ機器（ＵＥ）と他のネットワーク
エンティティのブロック図を例示する図。
【図３】本開示のある特定の態様にしたがった、ＬＴＥにおけるダウンリンクフレーム構
造の例を例示する図。
【図４】本開示のある特定の態様にしたがった、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）におけるアップリンクフレーム構造の例を例示する図。
【図５】本開示のある特定の態様にしたがった、ユーザおよび制御プレーンに対する無線
プロトコルアーキテクチャの例を例示する図。
【図６】本開示のある特定の態様にしたがった、アクセスネットワークにおける発展型ノ
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ードＢおよびユーザ機器の例を例示する図。
【図７】ＬＴＥデータスループットの損失をもたらし得るＬＴＥ接続不連続受信（ＣＤＲ
Ｘ）サイクル中のチューンアウェイを例示する実例的なタイムライン。
【図８】本開示のある特定の態様にしたがった、ワイヤレス通信のための例となる動作を
例示する図。
【図８Ａ】本開示のある特定の態様にしたがった、図８に示される動作を行うことが可能
な例となる手段を例示する図。
【図９】本開示の態様にしたがった、ＬＴＥ ＣＤＲＸサイクル中のチューンアウェイと
、チューンアウェイギャップ（tune away gap）後の非アクティビティ時間のリセットと
を例示する例となるタイムライン。
【図１０】本開示の態様にしたがった、ＬＴＥ ＣＤＲＸサイクル中のチューンアウェイ
と、チューンアウェイギャップ後のＵＥのアウェイク期間とを例示する例となるタイムラ
イン。
【００１３】
　[0024]　理解を容易にするために、同一の参照番号が、可能な場合、図面に共通である
同一の要素を指定するために使用されている。１つの実施形態において開示される要素は
、具体的な記載なしに他の実施形態に有益に利用され得ることが企図される。
【詳細な説明】
【００１４】
　[0025]　本開示のある特定の態様は、単一無線ハイブリッドチューンアウェイデバイス
のためのロングタームエボリューション（ＬＴＥ）接続不連続受信（ＣＤＲＸ）の最適化
のための技法、対応する装置、およびプログラム製品を提供する。例えば、デバイスがＬ
ＴＥからチューンアウェイされている間に非アクティビティタイマーが満了する場合、非
アクティビティタイマーはチューンアウェイギャップの終わりにリセットされ得る。よっ
て、デバイスは、ＬＴＥ上の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical dow
nlink control channel）をモニタするためにチューンアウェイ後のある継続時間の間ア
ウェイクのままであり得る。
【００１５】
　[0026]　添付の図面に関連して以下に述べられる詳細な説明は、様々な構成の説明とし
て意図されており、本明細書に説明される概念が実現され得る構成のみを表すように意図
されたものではない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を提供する目的で、特定の
詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの特定の詳細なしに実現され得ること
は当業者には明らかになるであろう。いくつかの事例において、周知の構造およびコンポ
ーネントが、そのような概念を曖昧にすることを避けるためにブロック図の形態で示され
る。
【００１６】
　[0027]　電気通信システムのいくつかの態様が、ここで様々な装置および方法を参照し
て提示されることになる。これらの装置および方法は、以下の詳細な説明において説明さ
れ、添付の図面において、様々なブロック、モジュール、コンポーネント、回路、ステッ
プ、プロセス、アルゴリズム、等（まとめて「要素」と称される）によって例示されるこ
とになる。これらの要素は、ハードウェア、ソフトウェア、またはこれらの組み合わせを
使用してインプリメントされ得る。そのような要素がハードウェアとしてインプリメント
されるかソフトウェアとしてインプリメントされるかは、システム全体に課された設計の
制約および特定の用途に依存する。
【００１７】
　[0028]　例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組み合わせは
、１つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いてインプリメントされ得る
。プロセッサの例は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタルシグナルプ
ロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマ
ブル論理デバイス（ＰＬＤ）、ステートマシン、ゲート論理、ディスクリートハードウェ
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ア回路、および、本開示全体を通して説明される様々な機能を行うように構成された他の
適したハードウェアを含む。処理システム内の１つまたは複数のプロセッサは、ソフトウ
ェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソフトウェア／ファームウェア、ミドルウェア、マ
イクロコード、ハードウェア記述言語と呼ばれても、または別の名称で呼ばれても、命令
、命令のセット、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプロ
グラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、
ソフトウェアパッケージ、ファームウェア、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実
行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数、等を意味するように幅広く解釈される
ものとする。
【００１８】
　[0029]　したがって、１つまたは複数の実例的な実施形態において、説明された機能は
、ハードウェア、ソフトウェア、またはこれらの組み合わせにインプリメントされ得る。
ソフトウェアにインプリメントされる場合、これら機能は、コンピュータ可読媒体上に、
１つまたは複数の命令あるいはコードとして記憶され得るか、あるいは符号化され得る。
コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされることができる利用可能な任意の媒体であり得る。限定ではなく例とし
て、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、
ＰＣＭ（相変化メモリ）、フラッシュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭあるいは他の光ディスク記憶
装置、磁気ディスク記憶装置あるいは他の磁気記憶デバイス、または、命令あるいはデー
タ構造の形態で所望のプログラムコードを記憶または搬送するために使用されることがで
き、およびコンピュータによってアクセスされることができる、任意の他の媒体を備える
ことができる。本明細書で使用されるとき、ディスク（disk）およびディスク（disc）は
、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル
多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、およびＢｌｕ－ｒａｙ（
登録商標）ディスクを含み、ここで、ディスク（disk）は通常、磁気的にデータを再生す
るが、ディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合
わせもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。　

　　　実例的なワイヤレス通信システム
【００１９】
　[0030]　図１は、本開示の態様が行われ得る、オーバーラップしているカバレッジを複
数のワイヤレスネットワークが有する実例的な配置を示す。例えば、ＵＥ１１０は、接続
不連続受信（ＣＤＲＸ）モードであり得、ここにおいて、ＵＥ１１０は、無線アクセスネ
ットワーク（ＲＡＮ）１２０のような、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワーク
に接続され得ている間、アクティビティ期間と非アクティビティ期間を交互に繰り返す。
ＵＥ１１０は、ＲＡＮ１３０のような、第２のＲＡＴネットワークにおける信号をモニタ
するためにチューンアウェイ期間の間、ＲＡＮ１２０からチューンアウェイし得る。ＵＥ
１１０は、ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはい
つ満了することになるかを決定し得、ＵＥ１１０は、その決定に少なくとも部分的に基づ
いて非アクティビティ時間の値を調整し得る。
【００２０】
　[0031]　図１に示されているように、発展型ユニバーサル地上無線アクセスネットワー
ク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１２０はＬＴＥをサポートし得、ユーザ機器（ＵＥ）のためのワイ
ヤレス通信をサポートすることができるいくつかの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１２２と他
のネットワークエンティティとを含み得る。各ｅＮＢは、特定の地理的エリアのための通
信カバレッジを提供し得る。「セル」という用語は、ｅＮＢのカバレッジエリア、および
／または、そのカバレッジエリアにサービス提供するｅＮＢサブシステムを指すことがで
きる。サービングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ：serving gateway）１２４は、Ｅ－ＵＴＲＡ
Ｎ１２０と通信し得、パケットルーティングおよびフォワーディング、モビリティアンカ
リング（mobility anchoring）、パケットバッファリング、ネットワークトリガ型サービ
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スの開始、等といった様々な機能を行い得る。モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：mo
bility management entity）１２６は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ１２０およびサービングゲートウ
ェイ１２４と通信し得、モビリティ管理、ベアラ管理、ページングメッセージの分配、セ
キュリティ制御、認証、ゲートウェイ選択、等といった様々な機能を行い得る。ＬＴＥに
おけるネットワークエンティティは、公的に入手可能である「Evolved Universal Terres
trial Radio Access (E UTRA) and Evolved Universal Terrestrial Radio Access Netwo
rk (E-UTRAN); Overall description,」と題する、３ＧＰＰ ＴＳ ３６．３００に説明さ
れている。
【００２１】
　[0032]　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１３０は、ＧＳＭ（登録商標）をサポー
トし得、ＵＥのためのワイヤレス通信をサポートすることができるいくつかの基地局１３
２と他のネットワークエンティティとを含み得る。モバイル交換センタ（ＭＳＣ：mobile
 switching center）１３４は、ＲＡＮ１３０と通信し得、音声サービスをサポートし、
回線交換通話のためのルーティングを提供し、およびＭＳＣ１３４によってサービス提供
されるエリア内に位置するＵＥのためのモビリティ管理を行い得る。オプションとして、
インターワーキング機能（ＩＷＦ：inter-working function）１４０は、（例えば、１ｘ
ＣＳＦＢのための）ＭＭＥ１２６とＭＳＣ１３４との間の通信を容易にし得る。
【００２２】
　[0033]　Ｅ－ＵＴＲＡＮ１２０、サービングゲートウェイ１２４、およびＭＭＥ１２６
は、ＬＴＥネットワーク１０２の一部であり得る。ＲＡＮ１３０およびＭＳＣ１３４は、
ＧＳＭネットワーク１０４の一部であり得る。簡潔さのために、図１は、ＬＴＥネットワ
ーク１０２およびＧＳＭネットワーク１０４におけるいくつかのネットワークエンティテ
ィのみを示す。ＬＴＥおよびＧＳＭネットワークはまた、様々な機能およびサービスをサ
ポートし得る他のネットワークエンティティも含み得る。
【００２３】
　[0034]　一般に、任意の数のワイヤレスネットワークが、所与の地理的エリアに配置さ
れ得る。各ワイヤレスネットワークは、特定のＲＡＴをサポートし得、１つまたは複数の
周波数上で動作し得る。ＲＡＴはまた、無線技術、エアインタフェース、等とも称され得
る。周波数はまた、キャリア、周波数チャネル、等とも称され得る。各周波数は、異なる
ＲＡＴのワイヤレスネットワーク間での干渉を回避するために、所与の地理的エリアにお
ける単一のＲＡＴをサポートし得る。
【００２４】
　[0035]　ＵＥ１１０は、固定またはモバイルであり得、モバイル局、端末、アクセス端
末、加入者ユニット、局、等とも称され得る。ＵＥ１１０は、携帯電話、携帯情報端末（
ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップ
トップコンピュータ、コードレス電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、等であ
り得る。
【００２５】
　[0036]　起動すると、ＵＥ１１０は、それが通信サービスを受信することができるワイ
ヤレスネットワークを検索し得る。１つより多くのワイヤレスネットワークが検出された
場合、優先度の最も高いワイヤレスネットワークがＵＥ１１０にサービス提供するために
選択され得、サービングネットワークと称され得る。ＵＥ１１０は、必要な場合、サービ
ングネットワークへの登録を行い得る。ＵＥ１１０は、次いで、サービングネットワーク
とアクティブに通信するために接続モードで動作し得る。代替的に、ＵＥ１１０は、アク
ティブ通信がＵＥ１１０によって要求されていない場合、アイドルモードで動作し、サー
ビングネットワークにキャンプオン（camp on）し得る。
【００２６】
　[0037]　ＵＥ１１０は、アイドルモードの間、複数の周波数および／または複数のＲＡ
Ｔのセルのカバレッジ内に位置し得る。ＬＴＥでは、ＵＥ１１０は、優先度リストに基づ
いて、キャンプオンするための周波数およびＲＡＴを選択し得る。この優先度リストは、
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周波数のセット、各周波数に関連するＲＡＴ、および各周波数の優先度を含み得る。例え
ば、優先度リストは、３つの周波数Ｘ、Ｙ、およびＺを含み得る。周波数Ｘは、ＬＴＥ用
に使用され得、最高優先度を有し得、周波数Ｙは、ＧＳＭ用に使用され得、最低優先度有
し得、周波数Ｚも、ＧＳＭ用に使用され得、中間の優先度を有し得る。一般に、優先度リ
ストは、任意のセットのＲＡＴ用の任意の数の周波数を含み得、ＵＥ位置に対して固有で
あり得る。ＵＥ１１０は、利用可能なとき、例えば、上の例によって与えられているよう
に、最高優先度のＬＴＥ周波数で、および、より低い優先度の他のＲＡＴ用の周波数で、
優先度リストを定義することによって、ＬＴＥを選好するように構成され得る。
【００２７】
　[0038]　ＵＥ１１０は、以下のようにアイドルモードで動作し得る。ＵＥ１１０は、そ
れが通常のシナリオで「好適な」セルを見つけることができる、または緊急のシナリオで
「許容可能な」セルを見つけることができる、すべての周波数／ＲＡＴを識別し得、ここ
で、「好適」および「許容可能」は、ＬＴＥ規格に指定されている。ＵＥ１１０は、次い
で、すべての識別された周波数／ＲＡＴの中で優先度が最も高い周波数／ＲＡＴにキャン
プオンし得る。ＵＥ１１０は、（ｉ）周波数／ＲＡＴが、所定のしきい値においてもはや
利用可能ではないか、または（ｉｉ）優先度がより高い別の周波数／ＲＡＴがこのしきい
値に達するかのいずれかまで、この周波数／ＲＡＴにキャンプオンしたままであり得る。
アイドルモードのＵＥ１１０のためのこの動作挙動は、公的に入手可能である「Evolved 
Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); User Equipment (UE) procedures in i
dle mode,」と題する、３ＧＰＰ ＴＳ ３６．３０４に説明されている。
【００２８】
　[0039]　ＵＥ１１０は、ＬＴＥネットワーク１０２からのパケット交換（ＰＳ）データ
サービスを受信することができ得、アイドルモードの間、ＬＴＥネットワークにキャンプ
オンし得る。ＬＴＥネットワーク１０２は、ボイスオーバインターネットプロトコル（Ｖ
ｏＩＰ：voice-over-Internet protocol）が制限されているか、またはそれをサポートし
ないこともあり、これは、ＬＴＥネットワークの初期配置に対するケースであるときが多
いこともある。制限されたＶｏＩＰサポートにより、ＵＥ１１０は、音声通話のために別
のＲＡＴの別のワイヤレスネットワークに転送され得る。この転送は、回線交換（ＣＳ）
フォールバックと称され得る。ＵＥ１１０は、１ｘＲＴＴ、ＷＣＤＭＡ（登録商標）、Ｇ
ＳＭ、等といった音声サービスをサポートすることができるＲＡＴに転送され得る。ＣＳ
フォールバックを用いる呼び出しでは、ＵＥ１１０は、音声サービスをサポートしないこ
ともあるソースＲＡＴ（例えば、ＬＴＥ）のワイヤレスネットワークに最初に接続状態に
なり得る。ＵＥは、このワイヤレスネットワークを用いる音声通話を始め得、音声通話を
サポートすることができるターゲットＲＡＴの別のワイヤレスネットワークに、高位レイ
ヤシグナリングを通して転送され得る。ＵＥをターゲットＲＡＴに転送する高位レイヤシ
グナリングは、例えば、転送（redirection）を用いる接続解除、ＰＳハンドオーバ、等
の様々なプロシージャのためのものであり得る。
【００２９】
　[0040]　図２は、図１のＵＥ１１０、ｅＮＢ１２２、およびＭＭＥ１２６の設計のブロ
ック図を示す。ＵＥ１１０において、符号化器２１２は、アップリンク上で送られるトラ
フィックデータとシグナリングメッセージとを受信し得る。符号化器２１２は、トラフィ
ックデータとシグナリングメッセージとを処理（例えば、フォーマット化、符号化、およ
びインターリーブ）し得る。変調器（Ｍｏｄ）２１４は、さらに、符号化されたトラフィ
ックデータとシグナリングメッセージとを処理（例えば、シンボルマッピングおよび変調
）し、出力サンプルを提供し得る。送信機（ＴＭＴＲ）２２２は、出力サンプルを調整（
例えば、アナログに変換、フィルタリング、増幅、および周波数アップコンバート）し、
アップリンク信号を生成し得、それは、ｅＮＢ１２２にアンテナ２２４を介して送信され
得る。
【００３０】
　[0041]　ダウンリンク上では、アンテナ２２４は、ｅＮＢ１２２および／または他のｅ
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ＮＢ／基地局によって送信されたダウンリンク信号を受信し得る。受信機（ＲＣＶＲ）２
２６は、アンテナ２２４からの受信信号を調整（例えば、フィルタリング、増幅、周波数
ダウンコンバート、およびデジタル化）し、入力サンプルを提供し得る。復調器（Ｄｅｍ
ｏｄ）２１６は、入力サンプルを処理（例えば、復調）し、シンボル推定値を提供し得る
。復号器２１８は、シンボル推定値を処理（例えば、デインターリーブおよび復号）し、
ＵＥ１１０に送られた復号データとシグナリングメッセージとを提供し得る。符号化器２
１２、変調器２１４、復調器２１６、および復号器２１８は、モデムプロセッサ２１０に
よってインプリメントされ得る。これらのユニットは、ＵＥ１１０が通信しているワイヤ
レスネットワークによって使用されるＲＡＴ（例えば、ＬＴＥ、１ｘＲＴＴ、等）にした
がって処理を行い得る。
【００３１】
　[0042]　コントローラ／プロセッサ２３０は、ＵＥ１１０における動作を指示し得る。
コントローラ／プロセッサ２３０は、また、本明細書に説明される技法のための他のプロ
セスを行い得るか、または指示し得る。コントローラ／プロセッサ２３０は、また、図８
におけるＵＥ１１０による処理を行い得るか、または指示し得る。メモリ２３２は、ＵＥ
１１０のためのプログラムコードおよびデータを記憶し得る。メモリ２３２は、また、優
先度リストと構成情報も記憶し得る。
【００３２】
　[0043]　ｅＮＢ１２２において、送信機／受信機２３８は、ＵＥ１１０および他のＵＥ
との無線通信をサポートし得る。コントローラ／プロセッサ２４０は、ＵＥとの通信のた
めに様々な機能を行い得る。アップリンク上では、ＵＥ１１０からのアップリンク信号が
、アンテナ２３６を介して受信され、受信機２３８によって調整され、ＵＥ１１０によっ
て送られたトラフィックデータとシグナリングメッセージとを復元するためにコントロー
ラ／プロセッサ２４０によってさらに処理され得る。ダウンリンク上では、トラフィック
データおよびシグナリングメッセージは、コントローラ／プロセッサ２４０によって処理
され、ダウンリンク信号を生成するために送信機２３８によって調整され得、これは、Ｕ
Ｅ１１０および他のＵＥにアンテナ２３６を介して送信され得る。コントローラ／プロセ
ッサ２４０は、また、本明細書に説明される技法のための他のプロセスを行い得るか、ま
たは指示し得る。コントローラ／プロセッサ２４０は、また、ｅＮＢ１２２による処理を
行い得るか、または指示し得る。メモリ２４２は、基地局のためのプログラムコードおよ
びデータを記憶し得る。通信（Ｃｏｍｍ）ユニット２４４は、ＭＭＥ１２６および／また
は他のネットワークエンティティとの通信をサポートし得る。
【００３３】
　[0044]　ＭＭＥ１２６において、コントローラ／プロセッサ２５０は、ＵＥのための通
信サービスをサポートする様々な機能を行い得る。コントローラ／プロセッサ２５０は、
また、ＭＭＥ１２６による処理を行い得るか、または指示し得る。メモリ２５２は、ＭＭ
Ｅ１２６のためのプログラムコードおよびデータを記憶し得る。通信ユニット２５４は、
他のネットワークエンティティとの通信をサポートし得る。
【００３４】
　[0045]　ある態様によると、本明細書により詳細に説明されることになるように、ＵＥ
１１０は、複数のＲＡＴ（例えば、同時ＲＡＴ）（ＣＲＡＴ：concurrent RATs）を用い
る通信をサポートし得る。ＣＲＡＴ ＵＥは、例えば、ＴＤＭの点では、２つのＲＡＴ間
でアップリンク送信を共有し得る。ＣＲＡＴ ＵＥは、ダウンリンク送信のデュアル受信
をサポートし得る。ある態様によると、本明細書により詳細に説明されることになるよう
に、ＵＥ１１０は、単一無線デバイスであり得る。このようなＵＥは、複数のＲＡＴを用
いる通信をサポートし得る。
【００３５】
　[0046]　図２は、ＵＥ１１０、ｅＮＢ１２２、およびＭＭＥ１２６の簡易化された設計
を示す。一般に、各エンティティは、任意の数の送信機、受信機、プロセッサ、コントロ
ーラ、メモリ、通信ユニット、等を含み得る。他のネットワークエンティティは、また、
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類似した方法でインプリメントされ得る。
【００３６】
　[0047]　例えば、図２のＵＥ１１０は、単一のＴＭＴＲ２２２と単一のＲＣＶＲ２２６
とを備える。ある態様によると、ＵＥ１１０は、単一のＴＭＴＲとデュアルＲＣＶＲとを
備え得、したがって、ＣＲＡＴをサポートし得る。例えば、ＵＥ１１０は、２つのＲＡＴ
間でアップリンク送信を共有し得、デュアルダウンリンク受信をサポートし得る。ある態
様によると、ＵＥは、ＬＴＥおよびＧＭＳまたはＣＤＭＡ２０００ １ｘＲＴＴを用いる
ＣＲＡＴをサポートし得る。
【００３７】
　[0048]　複数のＲＡＴ通信のために単一の送信機を利用することに伴う１つの課題は、
時として、両方のＲＡＴにおいてスケジューリングされたアップリンク送信間で衝突があ
り得るということである。アップリンク送信で衝突が生じ得るが、アップリンク送信自体
は、スケジューリングされたダウンリンク送信に起因し得る。例えば、スケジューリング
されたＬＴＥダウンリンク送信では、ＵＥは、それがデータを受信したと確認するために
、アップリンクでＡＣＫを送信することが必要であり得る。言い換えると、ＵＥが、所与
の送信期間中に両方のＲＡＴにおいてアップリンク送信のためにスケジューリングされ得
ることが可能である。
【００３８】
　[0049]　いくつかのケースにおいて、複数のＲＡＴを用いるＲｘ（例えば、同時Ｒｘ）
もまた達成され得る。例えば、２つのＲｘ（例えば、２つの別個のアンテナを有する２つ
の別個の受信チェーン）は、ＧＳＭまたはＣＤＭＡ２０００ １ｘＲＴＴによって共有さ
れ得、同時ハイブリッドデュアル受信機（ＳＨＤＲ：Simultaneous Hybrid Dual Receive
rs）に類似した方法でＬＴＥによって共有され得る。ＧＳＭまたはＣＤＭＡ２０００ １
ｘＲＴＴ受信が必要ではないとき、ＬＴＥは、多入力多出力（ＭＩＭＯ）およびダイバー
シティのために２つの受信チェーンを使用し得る。ＧＳＭまたはＣＤＭＡ２０００ １ｘ
ＲＴＴ受信が必要であるとき、１つのＲｘがＧＳＭまたはＣＤＭＡ２０００ １ｘＲＴＴ
にチューニングされ得、残りのＲｘがＬＴＥ受信のために使用され得る。いくつかの実施
形態において、１つの受信チェーンのみがＬＴＥのために使用されているので、ＵＥは、
ｅＮＢがデュアルレイヤ送信をスケジューリングするのを回避するために偽のチャネル品
質インジケータ（ＣＱＩ）を報告し得る。
【００３９】
　[0050]　同様に、複数のＲＡＴを用いる通信のために単一の受信機を利用することに伴
って存在する課題は、時として、両方のＲＡＴにおけるスケジューリングされたダウンリ
ンク送信間で衝突があり得るということである。図２に示されるＵＥ１１０は、単一のＴ
ＭＴＲ２２２と単一のＲＣＶＲ２２６とを備え、したがって、任意の所与の時間に、単一
のＲＡＴ、例えば、図１に示されるＬＴＥネットワーク１０２またはＧＳＭネットワーク
１０４、とのみ通信し得る。
【００４０】
　[0051]　ＵＥ１１０のような、複数のＲＡＴ（例えば、１ｘＲＴＴ、ＧＳＭ、およびＬ
ＴＥ）を介して通信することが可能な単一無線デバイスにおいて、デバイスは、場合によ
っては、サポートされた各ＲＡＴにその無線をチューニングし、そのＲＡＴのＢＳからの
通信（例えば、ページ）をリッスンする。ページまたは他の通信を検出および受信するた
めに、デバイスは、ある時間の期間（例えば、８０ｍｓ）の間、その無線をＲＡＴにチュ
ーニングし得る。デバイスは、例えば、ＲＲＣシグナリングを介してネットワークによっ
て構成可能な期間（例えば、１．２８秒、２．５６秒、等）で周期的にその無線を特定の
ＲＡＴにチューニングし得る。
【００４１】
　[0052]　図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を例示する図３００である。フ
レーム（１０ｍｓ）は、０～９のインデックスを有する１０個の等しいサイズのサブフレ
ームに分割され得る。各サブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。リ
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ソースグリッドは、２つのタイムスロットを表すために使用され得、各タイムスロットは
、リソースブロックを含む。リソースグリッドは、複数のリソース要素に分割される。Ｌ
ＴＥにおいて、リソースブロックは、周波数ドメインに１２個の連続するサブキャリアを
、各ＯＦＤＭシンボルにおける通常のサイクリックプレフィックスでは、時間ドメインに
７つの連続するＯＦＤＭシンボルを含み、すなわち、８４個のリソース要素を含む。拡張
サイクリックプレフィックスでは、リソースブロックは、時間ドメインに６個の連続する
ＯＦＤＭシンボルを含み、７２個のリソース要素を有する。Ｒ３０２、Ｒ３０４と示され
ている、リソース要素のうちのいくつかは、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含む。ＤＬ－
ＲＳは、セル固有ＲＳ（ＣＲＳ）（共通ＲＳとも呼ばれるときもある）３０２およびＵＥ
固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）３０４を含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ）がマッピングされるリソースブロック上でのみ送信される。各リソー
ス要素によって搬送されるビット数は、変調方式に依存する。よって、ＵＥが受信するリ
ソースブロックが多いほど、そして変調方式が高いほど、ＵＥのためのデータレートは高
くなる。
【００４２】
　[0053]　ＬＴＥにおいて、ｅＮＢは、ｅＮＢ内のセルごとのプライマリ同期信号（ＰＳ
Ｓ）およびセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）を送り得る。プライマリおよびセカンダリ同期
信号は、通常のサイクリックプレフィックス（ＣＰ）で、各無線フレームのサブフレーム
０および５の各々におけるシンボル期間６および５においてそれぞれ送られ得る。同期信
号は、セル検出および捕捉のためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、サブフレーム
０のスロット１におけるシンボル期間０～３において物理ブロードキャストチャネル（Ｐ
ＢＣＨ）を送り得る。ＰＢＣＨは、ある特定のシステム情報を搬送し得る。
【００４３】
　[0054]　ｅＮＢは、各サブフレームの第１のシンボル期間において物理制御フォーマッ
トインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format Indicator Channel
）を送り得る。ＰＣＦＩＣＨは、制御チャネルのために使用されるシンボル期間の数（Ｍ
）を伝達し得、ここで、Ｍは、１、２、または３に等しくてもよく、サブフレームごとに
変化し得る。Ｍはまた、例えば、１０個未満のリソースブロックを有する小さいシステム
帯域幅では、４に等しくてもよい。ｅＮＢは、各サブフレームの最初のＭ個のシンボル期
間において、物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical HARQ Indicato
r Channel）および物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を送り得る。ＰＨＩＣ
Ｈは、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）をサポートするための情報を搬送し得る。
ＰＤＣＣＨは、ＵＥに対するリソース割振りについての情報と、ダウンリンクチャネルの
ための制御情報とを搬送し得る。ｅＮＢは、各サブフレームの残りのシンボル期間に物理
ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical Downlink Shared Channel）を送り得
る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上でのデータ送信をスケジューリングされたＵＥのため
のデータを搬送し得る。
【００４４】
　[0055]　ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚに
おいてＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＰＢＣＨを送り得る。ｅＮＢは、ＰＣＦＩＣＨおよびＰＨ
ＩＣＨが送られる各シンボル期間にシステム帯域幅全体にわたってこれらのチャネルを送
り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のある特定の部分でＵＥのグループにＰＤＣＣＨを送
り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分で、特定のＵＥにＰＤＳＣＨを送り得る
。ｅＮＢは、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、およびＰＨＩＣＨをブロードキ
ャスト方式ですべてのＵＥに送り得、ＰＤＣＣＨをユニキャスト方式で特定のＵＥに送り
得、ＰＤＳＣＨもユニキャスト方式で特定のＵＥに送り得る。
【００４５】
　[0056]　各シンボル期間においていくつかのリソース要素が利用可能であり得る。各リ
ソース要素（ＲＥ）は、１つのシンボル期間において１つのサブキャリアをカバーし、１
つの変調シンボルを送るように使用され得、それは、実数値または複素数値であり得る。
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各シンボル期間における基準信号のために使用されないリソース要素は、リソース要素グ
ループ（ＲＥＧ）に配列され得る。各ＲＥＧは、１つのシンボル期間に４つのリソース要
素を含み得る。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０において、４つのＲＥＧを占有し得、そ
れらは周波数にわたってほぼ均等に間隔が空けられ得る。ＰＨＩＣＨは、１つまたは複数
の構成可能なシンボル期間において、３つのＲＥＧを占有し得、それらは周波数にわたっ
て拡散され得る。例えば、ＰＨＩＣＨのための３つのＲＥＧは、すべてシンボル期間０に
属し得るか、またはシンボル期間０、１、および２に拡散され得る。ＰＤＣＣＨは、例え
ば、最初のＭ個のシンボル期間において、９、１８、３６、または７２個のＲＥＧを占有
し得、それらは、利用可能なＲＥＧから選択され得る。ＲＥＧのある特定の組み合わせの
みがＰＤＣＣＨに関して許され得る。本方法および装置の態様において、サブフレームは
、１つよりも多くのＰＤＣＣＨを含み得る。
【００４６】
　[0057]　ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧを知
り得る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨのためのＲＥＧの異なる組み合わせを検索し得る。検索すべ
き組み合わせの数は、典型的には、ＰＤＣＣＨのために許される組み合わせの数よりも少
ない。ｅＮＢは、ＵＥが検索することになる組み合わせのいずれかにおいてＵＥにＰＤＣ
ＣＨを送り得る。
【００４７】
　[0058]　図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を例示する図４００である。Ｕ
Ｌのための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分
され得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジに形成され得、構成可能な
サイズを有し得る。制御セクション内のリソースブロックは、制御情報の送信のためにＵ
Ｅに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクションに含まれないすべてのリソ
ースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、連続したサブキャリアを含むデータセク
ションをもたらし、これは、単一のＵＥが、データセクション内の連続したサブキャリア
のすべてを割り当てられることを可能にし得る。
【００４８】
　[0059]　ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション内のリソースブ
ロック４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥはまた、ｅＮＢにデータを送信する
ために、データセクション内のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂが割り当てられ得る
。ＵＥは、制御セクション内の割り当てられたリソースブロック上で、物理ＵＬ制御チャ
ネル（ＰＵＣＣＨ）において制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセクション内の割り
当てられたリソースブロック上で、物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）においてデータ
のみ、またはデータと制御情報の両方を送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方の
スロットにまたがることができ、周波数にわたってホッピングし得る。
【００４９】
　[0060]　リソースブロックのセットは、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）
４３０において、初期システムアクセスを行い、ＵＬ同期を達成するために使用され得る
。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いずれのＵＬデータ／シグナリン
グも搬送することはできない。各ランダムアクセスプリアンブルは、６個の連続するリソ
ースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネットワークによって指定され
る。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある特定の時間および周波数リ
ソースに制限される。ＰＲＡＣＨに関しては、周波数ホッピングはない。ＰＲＡＣＨの試
み（PRACH attempt）は、単一のサブフレーム（１ｍｓ）で、または少数の連続したサブ
フレームのシーケンスにおいて搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰ
ＲＡＣＨの試みのみを行うことができる。
【００５０】
　[0061]　図５は、ＬＴＥにおけるユーザおよび制御プレーンのための無線プロトコルア
ーキテクチャの例を例示する図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコル
アーキテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３の３つのレイヤで示されている
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。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は、最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理機能をイ
ンプリメントする。Ｌ１レイヤは、本明細書では物理レイヤ５０６と称されることになる
。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６より上にあり、物理レイヤ５０６
を介したＵＥとｅＮＢとの間のリンクを担う。
【００５１】
　[0062]　ユーザプレーンにおいて、Ｌ２レイヤ５０８は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）
サブレイヤ５１０、無線リンク制御（ＲＬＣ）サブレイヤ５１２、およびパケットデータ
コンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）５１４サブレイヤを含み、これらは、ネットワ
ーク側のｅＮＢにおいて終端される。示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤ
Ｎゲートウェイ１１８において終端されるネットワークレイヤ（例えば、ＩＰレイヤ）と
、接続の他端（例えば、遠端のＵＥ、サーバ、等）において終端されるアプリケーション
レイヤとを含む、Ｌ２レイヤ５０８より上にあるいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００５２】
　[0063]　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重
化を提供する。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、また、無線送信オーバヘッドを低減するた
めに上位レイヤデータパケットのためのヘッダ圧縮、データパケットを暗号化することに
よるセキュリティ、およびｅＮＢ間でのＵＥに対するハンドオーバサポートを提供する。
ＲＬＣサブレイヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリア
センブリ、損失したデータパケットの再送信、およびハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）による順序通りでない受信を補うためのデータパケットの再順序付けを提供する。Ｍ
ＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を提供
する。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、また、１つのセル内の様々な無線リソース（例えば、
リソースブロック）を複数のＵＥ間で割り振ることを担う。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、
ＨＡＲＱ動作もまた担う。
【００５３】
　[0064]　制御プレーンにおいて、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテク
チャは、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６お
よびＬ２レイヤ５０８については実質的に同じである。制御プレーンは、また、レイヤ３
（Ｌ３レイヤ）に無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲＣサブレイ
ヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得すること、およびｅＮＢとＵ
Ｅとの間でＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することを担う。
【００５４】
　[0065]　図６は、アクセスネットワークにおいてＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１
０のブロック図である。ＤＬにおいて、コアネットワークからの上位レイヤパケットは、
コントローラ／プロセッサ６７５に提供される。コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２
レイヤの機能をインプリメントする。ＤＬにおいて、コントローラ／プロセッサ６７５は
、ヘッダ圧縮、暗号化、パケットのセグメンテーションおよび再順序付け、論理チャネル
とトランスポートチャネルとの間での多重化、および様々な優先度メトリックに基づくＵ
Ｅ６５０に対する無線リソース割振りを提供する。コントローラ／プロセッサ６７５はま
た、ＨＡＲＱ動作、損失したパケットの再送信、およびＵＥ６５０へのシグナリングを担
う。
【００５５】
　[0066]　ＴＸプロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々
な信号処理機能をインプリメントする。信号処理機能は、ＵＥ６５０における順方向誤り
訂正（ＦＥＣ：forward error correction）を容易にするためにコーディングおよびイン
ターリーブすることと、様々な変調方式（例えば、二位相偏移変調（ＢＰＳＫ）、直交位
相偏移変調（ＱＰＳＫ）、Ｍ相位偏移変調（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡ
Ｍ））に基づいて信号コンステレーションにマッピングすることとを含む。コーディング
および変調されたシンボルは、次いで、並列ストリームに分けられ得る。各ストリームは
、次いで、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間ドメインおよび／または周波数
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ドメインにおいて基準信号（例えば、パイロット）と多重化され、次いで、逆高速フーリ
エ変換（ＩＦＦＴ）を使用して互いに組み合わされて、時間ドメインのＯＦＤＭシンボル
ストリームを搬送する物理チャネルを作り出す。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間スト
リームを作り出すために空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器６７４からの
チャネル推定値は、コーディングおよび変調方式を決定するため、ならびに空間処理のた
めに使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５０によって送信されたチャネル状態フィ
ードバックおよび／または基準信号から導出され得る。各空間ストリームは、次いで、別
個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６２０に提供される。各送信機６１８ＴＸ
は、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００５６】
　[0067]　ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６にその情報を提供する。ＲＸプロセッサ６５６は
、Ｌ１レイヤの様々な信号処理機能をインプリメントする。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｕ
Ｅ６５０に向けた任意の空間ストリームを復元するために、その情報に対して空間処理を
行う。複数の空間ストリームがＵＥ６５０に向けられている場合、それらは、ＲＸプロセ
ッサ６５６によって単一のＯＦＤＭシンボルストリームに組み合わされ得る。ＲＸプロセ
ッサ６５６は、次いで、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して、時間ドメインから周波
数ドメインにＯＦＤＭシンボルストリームを変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号
のサブキャリアごとに別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上の
シンボルと基準信号とは、ｅＮＢ６１０によって送信される、最も可能性の高い信号コン
ステレーションポイントを決定することによって復元および復調される。これらの軟判定
（soft decision）は、チャネル推定器６５８によって算出されるチャネル推定値に基づ
き得る。軟判定は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ６１０によって当初送信されたデー
タおよび制御信号を復元するために、復号およびデインタリーブされる。データおよび制
御信号は、次いで、コントローラ／プロセッサ６５９に提供される。
【００５７】
　[0068]　コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤをインプリメントする。コント
ローラ／プロセッサは、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６６０に関連付
けられることができる。メモリ６６０は、コンピュータ可読媒体と称され得る。ＵＬにお
いて、制御器／プロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元
するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間での逆多重化、パケットのリ
アセンブリ、暗号解読、ヘッダ復元（header decompression）、制御信号処理を提供する
。上位レイヤパケットは、次いで、データシンク６６２に提供され、それは、Ｌ２レイヤ
より上のすべてのプロトコルレイヤを表す。様々な制御信号もまた、Ｌ３処理のために、
データシンク６６２に提供され得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ
動作をサポートするために、肯定確認応答（ＡＣＫ）および／または否定確認応答（ＮＡ
ＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出を担う。
【００５８】
　[0069]　ＵＬにおいて、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上
位レイヤパケットを提供するために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤより
上のすべてのプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関連して説明され
た機能に類似して、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮、暗号化、パケット
のセグメンテーションおよび再順序付け、およびｅＮＢ６１０による無線リソース割振り
に基づく論理チャネルとトランスポートチャネルとの間での多重化を提供することによっ
て、ユーザプレーンおよび制御プレーンのためのＬ２レイヤをインプリメントする。コン
トローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作、損失したパケットの再送信、および
ｅＮＢ６１０へのシグナリングを担う。
【００５９】
　[0070]　ｅＮＢ６１０によって送信されたフィードバックまたは基準信号からチャネル
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推定器６５８によって導出されたチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方式
を選択するため、および空間処理を容易にするために、ＴＸプロセッサ６６８によって使
用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成された空間ストリームは、別個の送信機
６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に提供される。各送信機６５４ＴＸは、送信の
ためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００６０】
　[0071]　ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関連して説明されたものに類似
した方法でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、そのそれぞれのア
ンテナ６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調さ
れた情報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０にその情報を提供する。ＲＸプロセッサ６７０
は、Ｌ１レイヤをインプリメントし得る。
【００６１】
　[0072]　コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤをインプリメントする。コント
ローラ／プロセッサ６７５は、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６７６に
関連付けられることができる。メモリ６７６は、コンピュータ可読媒体と称され得る。Ｕ
Ｌにおいて、制御器／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元
するために、トランスポートチャネルと論理チャネルの間での逆多重化、パケットのリア
センブリ、暗号解読、ヘッダ復元、制御信号処理を提供する。コントローラ／プロセッサ
６７５からの上位レイヤパケットは、コアネットワークに提供され得る。コントローラ／
プロセッサ６７５は、また、ＨＡＲＱ動作をサポートするために、ＡＣＫおよび／または
ＮＡＣＫプロトコルを使用した誤り検出を担う。コントローラ／プロセッサ６７５、６５
９は、それぞれ、ｅＮＢ６１０における、およびＵＥ６５０における動作を指示し得る。
ＵＥ６５０におけるコントローラ／プロセッサ６５９、および／または他のプロセッサお
よびモジュールは、例えば、図１０の例となる動作１０００の動作、および／または、例
えば、本明細書に説明されている技法のための他のプロセスを行い得るか、または指示し
得る。ｅＮＢ６１０におけるコントローラ／プロセッサ６７５、および／または他のプロ
セッサおよびモジュールは、例えば、本明細書に説明されている技法のための動作および
／または他のプロセスを行い得るか、または指示し得る。態様において、図６に示されて
いる任意のコンポーネントのうちの１つまたは複数は、本明細書に説明されている技法の
ための例となる動作１０００および／または他のプロセスを行うために採用され得る。　

　　　例となるＣＤＲＸモード動作
【００６２】
　[0073]　スマートフォンのさらに高まる流行により、電力消費およびシグナリング需要
を含む、ワイヤレスシステムの設計に対する多くの新たな課題がある。例えば、典型的に
はわずかな割合の通話時間の間のみアウェイクである代わりに、スマートフォンは、さら
により頻繁にアウェイクである。ｅメールまたはソーシャルネットワーキングといったア
プリケーションは、例えば、２０～３０分ごとに「キープアライブ」メッセージを送り得
る。このようなアプリケーションは、著しく大量の制御シグナリングを伴い得る小さい集
中的なデータ送信を多く使用することが多い。いくつかのシステムレベル評価は、トラフ
ィックチャネル制限に加えて制御チャネル制限を識別してきた。
【００６３】
　[0074]　接続不連続受信（ＣＤＲＸ）は、電力消費を低減するためにワイヤレス通信に
おいて使用される技法であり、これにより、モバイルデバイスの電池を浪費しない。モバ
イルデバイスおよびネットワークは、データ転送が生じる位相をネゴシエートし、ここで
、モバイルデバイスの受信機は、（例えば、接続状態で）オンにされ、ＣＤＲＸサイクル
のオン継続時間（on duration）と称される。オフ継続時間（off durations）と称される
、その他の時間の間、モバイルデバイスはそれの受信機をオフにし、低電力状態に入る。
通常、この目的のための、プロトコルの中に設計された機能がある。例えば、送信は、ア
ドレスの詳細を含むヘッダを有するスロット内に構築され得、それにより、デバイスは、
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送信がそのデバイスに関連しているか否かを決めるために、各スロット内のこれらのヘッ
ダをリッスンし得る。このケースにおいて、受信機は、ヘッダを受信するために各スロッ
トの開始時のみアクティブであり得、電池寿命を浪費しない。他のＤＲＸ技法はポーリン
グを含み、これにより、デバイスは、所与の時間の間スタンバイに置かれ、次いで、それ
を待機している任意のデータがあるかを示すビーコンが、基地局によって周期的に送られ
る。
【００６４】
　[0075]　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワークにおいて、ＣＤＲＸは
、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルによって制御される。ＲＲＣシグナリングは、
サイクルを設定し、ここで、ユーザ機器（ＵＥ）の受信機は、典型的には、すべてのスケ
ジューリングおよびページング情報が送信されるある特定の期間の間、動作可能である。
サービング発展型ノードＢ（ｅＮＢ）は、ＵＥの受信機が完全にオフにされ、何も受信す
ることができないことを知り得る。ＣＤＲＸのときを除いて、ＵＥの受信機は、ダウンリ
ンクデータを識別するために物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）をモニタする
ようにアクティブである可能性が最も高くてもよい。ＣＤＲＸ中、ＵＥの受信機はオフに
され得る。
【００６５】
　[0076]　ＵＥに関して２つのＲＲＣ状態があり、（１）ＲＲＣ＿Ｉｄｌｅであって、無
線がアクティブではないが、識別子（ＩＤ）が、ＵＥに割り当てられ、およびネットワー
クによって追跡される、ＲＲＣ＿Ｉｄｌｅと、（２）ｅＮＢにコンテクストを有するアク
ティブ無線動作を用いるＲＲＣ＿Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄである。ＬＴＥにおいて、ＣＤＲＸ
は、アクティブモードよりも長いサイクル時間を有するＲＲＣ＿Ｉｄｌｅ状態にも適用す
る。
【００６６】
　[0077]　ＬＴＥにおいて、ＣＤＲＸの開始は、ＲＲＣシグナリングを介してネットワー
クによってＵＥごとに設定されるｌｏｎｇＤＲＸ－ＣｙｃｌｅＳｔａｒｔＯｆｆｓｅｔと
名付けられたパラメータによって決定され得る。ｌｏｎｇＤＲＸ－ＣｙｃｌｅＳｔａｒｔ
Ｏｆｆｓｅｔパラメータは、どのサブフレーム内でＵＥのオン継続時間が始まるべきかを
決定するためにＵＥによって（例えば、計算において）使用される。例えば、ＵＥは、１
２８０個のサブフレームのＣＤＲＸサイクル長（例えば、１２８０ｍｓ）および５１１と
いうｌｏｎｇＤＲＸ－ＣｙｃｌｅＳｔａｒｔＯｆｆｓｅｔで構成され得る。例において、
ＵＥは、（ＳＦＮ＊１０＋ｓｕｂＦＮ）ｍｏｄ １２８０＝５１１であるときはいつでも
そのオン継続時間を始め得、ここで、ＳＦＮはシステムフレーム数であり、ｓｕｂＦＮは
、サブフレームインデックス数であり、ｍｏｄはモジュロ演算である。ｄｒｘ－Ｉｎａｃ
ｔｉｖｉｔｙ－Ｔｉｍｅｒは、新たな送信（ＵＬまたはＤＬ）を示すＰＤＣＣＨを成功裏
に復号した後にＵＥがアクティブであるべき（１つまたは複数の）連続するＰＤＣＣＨサ
ブフレームの数を指定する。このｄｒｘ－Ｉｎａｃｔｉｖｉｔｙ－Ｔｉｍｅｒは、新たな
送信（ＵＬまたはＤＬ）のためのＰＤＣＣＨを受信すると再開され得る。（指定数のサブ
フレームの間、新たな送信のためのＰＤＣＣＨを受信しなかった後）このタイマーが満了
すると、ＤＲＸ ＯＦＦモードになり得る。ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎＴｉｍｅｒは、各ＤＲ
Ｘ Ｃｙｃｌｅの開始時（ＤＲＸ ＯＮ）に、（１つまたは複数の）連続するＰＤＣＣＨサ
ブフレームの数を指定する。言い換えると、ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎＴｉｍｅｒは、ＵＥが
、電力節約モード（ＤＲＸ ＯＦＦ）に入る前のすべてのＤＲＸサイクル中にＰＤＣＣＨ
を読み取り得るサブフレームの数である。　

　　単一無線ハイブリットチューンアウェイデバイスのための例となるＬＴＥ ＣＤＲＸ
【００６７】
　[0078]　単一無線を有するデバイスは、１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワー
クからチューンアウェイして別のＲＡＴネットワークにおいて動作することによって、お
よび第１のＲＡＴネットワークにチューンバックして、そのＲＡＴネットワークにおいて
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動作することによって、複数のＲＡＴネットワークにおいて動作することができ得る。例
えば、単一無線ロングタームエボリューション（ＳＲＬＴＥ：single radio long term e
volution）ユーザ機器（ＵＥ）のような、ＵＥ（例えば、ＵＥ１１０）は、ＬＴＥネット
ワーク（例えば、ＬＴＥネットワーク１０２）に接続され得る。
【００６８】
　[0079]　ＳＲＬＴＥデバイスは、ＬＴＥネットワークからのチューンアウェイを行い、
別のＲＡＴ（例えば、ＧＳＭネットワーク１０４、１ｘＲＴＴ、ＴＤ－ＳＣＤＭＡ、また
は他の３Ｇ技術）においてページングおよび／またはチャネルモニタを実施するために無
線周波数（ＲＦ）リソースを使用し得る。ＵＥは、チューンアウェイギャップと称される
期間の間、その別のＲＡＴネットワークにチューンアウェイし得る。チューンアウェイギ
ャップの後、ＵＥは、ＬＴＥネットワークにチューンバックし得る。
【００６９】
　[0080]　チューンアウェイギャップ中、ＵＥが第２のＲＡＴネットワークにチューニン
グされている間に、ＵＥは、その期間中にＬＴＥネットワークのｅノードＢ（例えば、ｅ
ＮＢ１２２）によってスケジューリングされたいずれのシグナリングまたはデータも見逃
す（miss）ことになる。上述のように、ＬＴＥネットワークにおいて、ＵＥは、不連続受
信（ＤＲＸ）モードで動作し得る。例えば、ＵＥは、接続ＤＲＸモード（ＣＤＲＸ）で動
作し得、ここで、ＵＥは、ｅＮＢに接続状態（例えば、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続
されている）のままである。
【００７０】
　[0081]　よって、いくつかのケースにおいて、ＵＥは、ＣＤＲＸモードで動作している
間、ＬＴＥネットワークからチューンアウェイし得る。図７は、ＬＴＥデータスループッ
トの損失をもたらし得る、ＬＴＥ ＣＤＲＸサイクル中に離れたＵＥによるチューンアウ
ェイを例示する例となるタイムライン７００である。
【００７１】
　[0082]　図７に示されているように、ＣＤＲＸモードにおいて、ＣＤＲＸサイクルのＯ
Ｎ継続時間中、ＵＥがＬＴＥネットワークにおいて物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤ
ＣＣＨ）７０２を成功裏に復号すると、ｔ１において、非アクティビティタイマー（例え
ば、ｄｒｘ－ｉｎａｃｔｉｖｉｔｙタイマー）が開始される。いくつかのケースにおいて
、ＰＤＣＣＨ７０２を復号した後、ｔ２において、ＵＥがＬＴＥネットワークからチュー
ンアウェイする場合、チューンアウェイギャップ中に、ｔ３において、非アクティビティ
タイマーが満了し得る。
【００７２】
　[0083]　非アクティビティタイマーの満了時、ＵＥは、ＵＥがＣＤＲＸ ＯＦＦ状態に
遷移するために、信頼できる１つのサブフレームＰＤＣＣＨ復号（例えば、ＰＤＣＣＨ７
０４）をモニタする。しかしながら、ＵＥがＬＴＥネットワークからチューンアウェイさ
れているので、ＵＥは、いずれのＰＤＣＣＨサブフレームも復号できず、結果として、Ｕ
ＥはＣＤＲＸ ＯＦＦ状態に入らない。
【００７３】
　[0084]　例えば、図７に示されているように、ｔ４において、ＵＥは、チューンアウェ
イギャップ中の間、ＰＤＣＣＨ７０４を見逃す。その代わりに、ＵＥは、ＣＤＲＸ ＯＦ
Ｆ状態への遷移をトリガするためにＰＤＣＣＨ復号の成功をモニタし続ける。よって、あ
る特定のケースにおいて、チューンアウェイは、ＵＥがスリープになることを妨げ得る。
【００７４】
　[0085]　チューンアウェイギャップが終わった直後、ＵＥは、ｔ５において、ＬＴＥネ
ットワークにチューンバックする。一旦ＬＴＥネットワークにチューンバックすると、Ｕ
Ｅは、次いで、ｔ６においてＰＤＣＣＨサブフレーム７０６を成功裏に復号することがで
きる。ＰＤＣＣＨ復号が成功した後、ＵＥは、ＵＥがそのデバイスに割り振られたいずれ
のＰＤＣＣＨ許可（PDCCH grants）も無視する（例えば、読み込まない）ＣＤＲＸ ＯＦ
Ｆ状態に入る。
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【００７５】
　[0086]　ＣＤＲＸ ＯＦＦ状態中にＵＥがＰＤＣＣＨ許可を無視するので、ＵＥは、Ｃ
ＤＲＸサイクルの次のＣＤＲＸ ＯＮ期間まで、（ＰＤＣＣＨ許可がｅＮＢによってスケ
ジューリングされることができても）いずれのダウンリンクＰＤＣＣＨ許可も受信しない
ことになる。よって、ＬＴＥデータスループットは、ＵＥがそれのためにスケジューリン
グされたＰＤＣＣＨ許可を見逃すので低下し得る。
【００７６】
　[0087]　したがって、ＬＴＥ ＣＤＲＸにおけるＳＲＬＴＥデバイスが、ＰＤＣＣＨ許
可を見逃すことを回避し、ＬＴＥデータスループットの損失を低減するための技法が望ま
しい。
【００７７】
　[0088]　ＵＥが、チューンアウェイギャップの後（例えば、ＵＥがＬＴＥシステムにチ
ューンバックするとき）にｄｒｘ－ｉｎａｃｔｉｖｉｔｙタイマーをリセットするため、
および、ＵＥに、ある継続時間の間ＰＤＣＣＨをアクティブにモニタさせる（アウェイク
のままにさせる）ための技法が本明細書に提供される。よって、ＵＥはＰＤＣＣＨ許可を
見逃すことを回避することができ、ＬＴＥデータスループットの損失は低減されることが
できる。
【００７８】
　[0089]　図８は、ＳＲＬＴＥデバイスのためのＬＴＥ ＣＤＲＸのために行われ得る例
となる動作８００を例示する。動作８００は、例えば、ＵＥ（例えば、ＳＲＬＴＥ ＵＥ
であり得るＵＥ１１０）によって行われ得る。
【００７９】
　[0090]　例となる動作８００は、８００２において、不連続受信（ＤＲＸ）モード（例
えば、ＣＤＲＸモード）に入ることによって始まり得、ここにおいて、ＵＥは、第１のＲ
ＡＴネットワーク（例えば、ＬＴＥネットワーク）に接続されている間、アクティビティ
期間と非アクティビティ期間を交互に繰り返す。
【００８０】
　[0091]　８０４において、ＵＥは、第２のＲＡＴネットワーク（例えば、ＧＳＭ、１ｘ
ＲＴＴ、またはＴＤ－ＳＣＤＭＡネットワーク）における信号をモニタするために、チュ
ーンアウェイ期間の間、第１のＲＡＴネットワークからチューンアウェイし得る。
【００８１】
　[0092]　８０６において、ＵＥは、ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーが
いつ満了するか、またはいつ満了することになるかを決定し得る。８０８において、ＵＥ
は、その決定に少なくとも部分的に基づいて、非アクティビティタイマーの値を調整し得
る。
【００８２】
　[0093]　ある特定の態様によると、図９に関して以下により詳細に説明されることにな
るように、ＵＥが、チューンアウェイ期間（例えば、チューンアウェイギャップ）中にア
クティビティ時間が満了する、または満了することになると決定した場合、ＵＥは、それ
が一旦第１のＲＡＴネットワークにチューンバックすると、非アクティビティタイマーを
リセットし得る。代替的に、図１０に関して以下により詳細に説明されることになるよう
に、ＵＥは、ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーが、チューンアウェイ期間
中またはその前に満了する、または満了することになる場合に、タイマーをＴＣＤＲＸａ
ｗａｋｅ値に設定し得る。
【００８３】
　[0094]　図９は、本開示の態様にしたがった、ＬＴＥ ＣＤＲＸサイクル中のチューン
アウェイと、チューンアウェイギャップ後に非アクティビティ時間をリセットすることを
例示する例となるタイムライン９００である。
【００８４】
　[0095]　図９に示されているように、ｔ１において、ＬＴＥネットワークにおいてＰＤ
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ＣＣＨ９０２を成功裏に復号した後に、ＵＥは、ｔ２において、非アクティビティタイマ
ー（例えば、ｄｒｘ－ｉｎａｃｔｉｖｉｔｙタイマー）を開始し得、ｔ３において、ＵＥ
は、異なるＲＡＴネットワークにチューンアウェイし得る。図９に示されているように、
非アクティビティタイマーは、ｔ４においてチューンアウェイギャップ中に満了し得、チ
ューンアウェイによりＰＤＣＣＨ９０４を復号できない。
【００８５】
　[0096]　ある特定の態様によると、チューンアウェイギャップの後、ｔ５において、Ｕ
ＥはＬＴＥネットワークにチューンバックし、ｔ６において、ＵＥは、非アクティビティ
タイマーをリセットし得る。よって、ＣＤＲＸ ＯＦＦ状態に入らないで、ＵＥは、ｔ７
における非アクティビティタイマーの満了までＰＤＣＣＨをアクティブにモニタするため
にアウェイクのままであり得る。これは、ＵＥが非アクティビティタイマーの満了までの
ある期間の間アウェイクのままであるように強制されることになるので、ＵＥがダウンリ
ンクＰＤＣＣＨ許可を見逃すことを回避するのを助け得る。ｔ７において、一旦非アクテ
ィビティタイマーが満了すると、ＵＥは、従来のＣＤＲＸタイムラインに従い得る（例え
ば、ＵＥは、ＰＤＣＣＨ復号が成功した時にＣＤＲＸ ＯＦＦ状態に入る）。
【００８６】
　[0097]　図１０は、本開示の態様にしたがった、ＬＴＥ ＣＤＲＸサイクル中のチュー
ンアウェイと、チューンアウェイギャップ後のＵＥのアウェイク期間とを例示する例とな
るタイムライン１０００である。ある特定の態様によると、第１のシナリオでは、非アク
ティビティタイマー（例えば、ｄｒｘ－ｉｎａｃｔｉｖｉｔｙタイマー）は、チューンア
ウェイギャップより前に満了し得、ＵＥは、チューンアウェイギャップより前にＣＤＲＸ
スリープ（例えば、ＣＤＲＸ ＯＦＦ状態）に入り得、ｔ６に示されているような、１つ
または複数のＣＤＲＸ ＯＮ時間１００６の衝突が、チューンアウェイギャップ内に生じ
得る。
【００８７】
　[0098]　代替的に、図１０に示されているように、第２のシナリオでは、ＵＥは、ｔ１
においてＰＤＣＣＨを成功裏に復号し、ｔ２において非アクティビティタイマーを開始し
、ｔ３においてＬＴＥネットワークからチューンアウェイし得る。ｔ４において、非アク
ティビティタイマーは、チューンアウェイギャップ中に満了し得る。
【００８８】
　[0099]　ある特定の態様によると、第１のシナリオまたは第２のシナリオのいずれかが
生じた場合、ｔ7において、チューンアウェイギャップを出ると、ＵＥは、ある時間（例
えば、ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ時間）の間アウェイクのままであり得る。例えば、ｔ８にお
いて、ＵＥは、非アクティビティタイマーをリセットし得る。
【００８９】
　[0100]　いくつかのケースにおいて、非アクティビティタイマーの値は構成可能であり
得る。例えば、非アクティビティは、短い値（例えば、２０ｍｓ）に設定され得、これは
、ｔ９において満了し得、または長い値（例えば、１００ｍｓ）に設定され得、これはｔ
１１に満了し得る。ＵＥは、また、非アクティビティタイマーの値に、最大アウェイク時
間（例えば、Ｔａｗａｋｅｍａｘ）を採用し得る。最大アウェイク時間のデフォルト値は
、例えば、５０ｍｓに設定され得るが、最大アウェイク時間は、様々な必要事項または要
件に基づいて任意の値に構成可能であり得る。
【００９０】
　[0101]　ＣＤＲＸ ＯＮ期間は、ｔ１０において、ＤＲＸサイクルに対するオフセット
（例えば、ｄｒｘｃｙｃｌｅｓｔａｒｔ＿ｏｆｆｓｅｔ）およびアクティビティタイマー
（例えば、ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎＴｉｍｅｒ）の継続時間に等しい時間に、ＬＴＥネット
ワークにチューンバックした後に生じ得る。ある特定の態様によると、以下の式に示され
ているように、最大アウェイク時間は、短い非アクティビティタイマーまたはＣＤＲＸ 
ＯＮ期間の終わりの短い方であり得る。　
　ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ＝ｍｉｎ｛ｄｒｘ－ＩｎａｃｔｉｖｉｔｙＴｉｍｅｒ，（ｄｒｘ
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ｃｙｃｌｅｓｔａｒｔ＿ｏｆｆｓｅｔ＋ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎＴｉｍｅｒ）｝　
　ある特定の態様によると、これは、ＵＥが、非アクティビティタイマーの満了まで、ま
たは次のオン継続時間の終わりまでの、いずれか短い方までの間アウェイクであることを
確実にし得る。これは、バースト（burst）トラフィックモデル、およびＵＥ電流消費と
レイテンシとの間のトレードオフに対処し得る。
【００９１】
　[0102]　本明細書に提示されている改良は、ＵＥが、ＬＴＥシステムにチューンバック
した後に非アクティビティタイマーをリセットすることを可能にし、ＵＥにＰＤＣＣＨを
アクティブにモニタさせる。この改良は、ＵＥがＰＤＣＣＨ許可を見逃すことを回避し、
ＬＴＥデータスループットの損失を低減する。結果として、本明細書に説明されている技
法は、チューンアウェイデバイスのためのＬＴＥデータスループットを改善し、チューン
バック後のＬＴＥデータセッションのレイテンシを低減し、ＬＴＥダウンリンク性能の効
率を改善し、およびＬＴＥへのチューンバック直後の期間におけるＵＥによって見逃され
るダウンリンクシグナリングを低減することを助け得る。
【００９２】
　[0103]　本明細書に使用されるとき、「決定すること」という用語は、幅広いアクショ
ンを包含する。例えば、「決定すること」は、計算すること、算出すること、処理するこ
と、導出すること、調査すること、ルックアップすること（例えば、テーブル、データベ
ース、または別のデータ構造内をルックアップすること）、確かめること、および同様の
ものを含み得る。また、「決定すること」は、受信すること（例えば、情報を受信するこ
と）、アクセスすること（例えば、メモリ内のデータにアクセスすること）、および同様
のものを含み得る。また、「決定すること」は、解決すること、選択すること、選ぶこと
、確立すること、および同様のものを含み得る。
【００９３】
　[0104]　本明細書で使用されるとき、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す
フレーズは、単一のメンバを含む、それらの項目の任意の組み合わせを指す。例として、
「ａ、ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ
、およびａ－ｂ－ｃと、ならびに同様の要素の倍数との任意の組み合わせ（例えば、ａ－
ａ、ａ－ａ－ａ、ａ－ａ－ｂ、ａ－ａ－ｃ、ａ－ｂ－ｂ、ａ－ｃ－ｃ、ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－
ｂ、ｂ－ｂ－ｃ、ｃ－ｃ、およびｃ－ｃ－ｃ、またはａ、ｂ、およびｃの任意の他の順序
）をカバーするように意図されている。
【００９４】
　[0105]　本明細書に開示された方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複
数のステップまたはアクションを備える。方法のステップおよび／またはアクションは、
本願の特許請求の範囲から逸脱せずに、互いに置き換えられ得る。言い換えると、ステッ
プまたはアクションの特定の順序が指定されていない限り、特定のステップおよび／また
はアクションの順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱せずに変更され得る
。
【００９５】
　[0106]　上述された方法の様々な動作は、対応する機能を実行することが可能な任意の
適した手段によって実行され得る。手段は、限定ではなく、回路、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、または、プロセッサを含む、様々なハードウェアおよび／または（１つま
たは複数の）ソフトウェアコンポーネントならびに／あるいは（１つまたは複数の）モジ
ュールを含み得る。概して、図面に例示された動作がある場合、それらの動作は、同様に
番号付けされた対応するミーンズ・プラス・ファンクション・コンポーネントの相当物を
有し得る。例えば、図８に例示されている動作８００は、図８Ａに例示されている手段８
００Ａに対応する。
【００９６】
　[0107]　例えば、送信するための手段は、図２に例示されている、ＵＥ１１０の送信機
（例えば、ＴＭＴＲ２２２）および／または（１つまたは複数の）アンテナ２２４、また
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はｅＮＢ１２２の送信機（例えば、トランシーバ２３８）および／または（１つまたは複
数の）アンテナ２３６を備え得る。受信するための手段は、図２に例示されている、ＵＥ
１１０の受信機（例えば、ＲＣＶＲ２２６）および／または（１つまたは複数の）アンテ
ナ２２４、またはｅＮＢ１２２の受信機（例えば、トランシーバ２２２）および／または
（１つまたは複数の）アンテナ２３６を備え得る。処理するための手段、決定するための
手段、算出するための手段、および／または取得するための手段は、処理システムを備え
得、これは、図２に例示されている、ＵＥ１１０のモデムプロセッサ２１０またはｅＮＢ
１２２のコントローラ／プロセッサ２４０のような、１つまたは複数のプロセッサを含み
得る。
【００９７】
　[0108]　ある特定の態様によると、そのような手段は、（例えば、ハードウェアにおい
て、またはソフトウェア命令を実行することによって）様々なアルゴリズムをインプリメ
ントすることによって対応する機能を行うように構成された処理システムによってインプ
リメントされ得る。例えば、ＤＲＸモードに入るためのアルゴリズムであって、ここにお
いて、ＵＥが、ＲＡＴネットワークに接続されている間に、アクティビティ期間と非アク
ティビティ期間を交互に繰り返すアルゴリズムと、第２のＲＡＴネットワークにおける信
号をモニタするために、チューンアウェイ期間の間、第１のＲＡＴネットワークからチュ
ーンアウェイするためのアルゴリズムと、ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマ
ーがいつ満了するか、またはいつ満了することになるかを決定するためのアルゴリズムと
、その決定に少なくとも部分的に基づいて非アクティビティタイマーの値を調整するため
のアルゴリズム。
【００９８】
　[0109]　本開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、およ
び回路は、本明細書で説明された機能を行うように設計された、汎用プロセッサ、デジタ
ルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプロ
グラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または他のプログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ
）、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理、ディスクリートハードウェアコンポ
ーネント、またはこれらの任意の組み合わせを用いて、インプリメントまたは行われ得る
。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、商
業的に利用可能な任意のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステ
ートマシンであり得る。プロセッサは、また、例えば、ＤＳＰとマクロプロセッサの組み
合わせといった、コンピューティングデバイスの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ
、ＤＳＰコアに連結した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または他の任意のそのよ
うな構成としてインプリメントされ得る。
【００９９】
　[0110]　本開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウ
ェア内で直接的に、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール内で、または
その２つの組み合わせで、具現化され得る。ソフトウェアモジュールは、当該技術で知ら
れている任意の形態の記憶媒体内に存在し得る。使用され得る記憶媒体のうちのいくつか
の例は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュメ
モリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブ
ルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、等を含む。ソフトウェアモジュールは、単一の命令または多
くの命令を備え得、いくつかの異なるコードセグメントにわたって、異なるプログラム間
で、および複数の記憶媒体にわたって、分散され得る。記憶媒体は、プロセッサが記憶媒
体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結
合され得る。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化し得る。
【０１００】
　[0111]　説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはこ
れらの任意の組み合わせにおいてインプリメントされ得る。ハードウェアにインプリメン
トされる場合、例となるハードウェア構成は、ワイヤレスノード内の処理システムを備え
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得る。処理システムは、バスアーキテクチャでインプリメントされ得る。バスは、処理シ
ステムの特定用途と全体的な設計制約とに依存して、任意の数の相互接続バスおよびブリ
ッジを含み得る。バスは、プロセッサ、機械可読媒体、およびバスインターフェースを含
む様々な回路をリンクさせ得る。バスインターフェースは、ネットワークアダプタを、特
に、バスを介して処理システムに接続するために使用され得る。ネットワークアダプタは
、ＰＨＹレイヤの信号処理機能をインプリメントするために使用され得る。ユーザ端末１
２０（図１参照）のケースにおいて、ユーザインターフェース（例えば、キーパッド、デ
ィスプレイ、マウス、ジョイスティック、等）もまた、バスに接続され得る。バスはまた
、タイミングソース、周辺機器、電圧レギュレータ、電力管理回路、および同様のものと
いった、様々な他の回路をリンクさせ得るが、これらは、当該技術において周知であるの
で、これ以上説明されないであろう。
【０１０１】
　[0112]　プロセッサは、バスの管理と、機械可読媒体に記憶されたソフトウェアの実行
を含む汎用処理と、を担うことができる。プロセッサは、１つまたは複数の汎用および／
または特殊用途プロセッサを用いてインプリメントされ得る。例は、ソフトウェアを実行
することができるマイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、ＤＳＰプロセッサ、およ
び他の回路を含む。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マ
イクロコード、ハードウェア記述言語と呼ばれても、または別の名称で呼ばれても、命令
、データ、またはこれらの任意の組み合わせを意味するように広く解釈されるものとする
。機械可読媒体は、例として、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、フラッシュメモリ、
ＲＯＭ（読取専用メモリ）、ＰＲＯＭ（プログラマブル読取専用メモリ）、ＥＰＲＯＭ（
消去可能なプログラマブル読取専用メモリ）、ＥＥＰＲＯＭ（電気的に消去可能なプログ
ラマブル読取専用メモリ）、レジスタ、磁気ディスク、光ディスク、ハードドライブ、ま
たは任意の他の適した記憶媒体、またはこれらの任意の組み合わせを含み得る。機械可読
媒体は、コンピュータプログラム製品において具現化され得る。コンピュータプログラム
製品は、パッケージ材料を備え得る。
【０１０２】
　[0113]　ハードウェアインプリメンテーションにおいて、機械可読媒体は、プロセッサ
とは別個の処理システムの一部であり得る。しかしながら、当業者が容易に認識すること
になるように、機械可読媒体またはその任意の部分は、処理システムの外部にあり得る。
例として、機械可読媒体は、伝送回線、データによって変調される搬送波、および／また
はワイヤレスノードとは別個のコンピュータ製品を含み、そのすべてはバスインターフェ
ースを通してプロセッサによってアクセスされ得る。代替的に、またはそれに加えて、機
械可読媒体、またはその任意の部分は、キャッシュおよび／または汎用レジスタファイル
と共にある場合のように、プロセッサに一体化され得る。
【０１０３】
　[0114]　処理システムは、プロセッサ機能を提供する１つまたは複数のマイクロプロセ
ッサ、および機械可読媒体の少なくとも一部分を提供する外部メモリを有し、すべてが外
部バスアーキテクチャを通して他のサポート回路とリンクされている、汎用処理システム
として構成され得る。代替的に、処理システムは、プロセッサ、バスインターフェース、
アクセス端末のケースではユーザインターフェース、サポート回路、および単一のチップ
に一体化された機械可読媒体の少なくとも一部分を有するＡＳＩＣ（特定用途向け集積回
路）でインプリメントされ得るか、または、１つまたは複数のＦＰＧＡ（フィールドプロ
グラマブルゲートアレイ）、ＰＬＤ（プログラムマブル論理デバイス）、コントローラ、
ステートマシン、ゲート論理、ディスクリートハードウェアコンポーネント、または、他
の任意の適した回路、あるいは本開示全体を通して説明されている様々な機能を行うこと
ができる回路の任意の組み合わせでインプリメントされ得る。当業者は、システム全体に
課された全体的な設計制約および特定用途に依存して、処理システムに対する説明された
機能をいかに最善にインプリメントするべきかを認識するであろう。
【０１０４】
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　[0115]　機械可読媒体は、多くのソフトウェアモジュールを備え得る。ソフトウェアモ
ジュールは、プロセッサによって実行されるときに、様々な機能を処理システムに行わせ
る命令を含む。ソフトウェアモジュールは、送信モジュールおよび受信モジュールを含み
得る。各ソフトウェアモジュールは、単一の記憶デバイスに内在し得るか、または複数の
記憶デバイスにわたって分散され得る。例として、ソフトウェアモジュールは、トリガイ
ベントが生じたときに、ハードドライブからＲＡＭにロードされ得る。ソフトウェアモジ
ュールの実行中、プロセッサは、アクセススピードを増加させるために、命令のうちのい
くつかをキャッシュにロードし得る。１つまたは複数のキャッシュラインは、次いで、プ
ロセッサによる実行のために汎用レジスタファイルにロードされ得る。下記においてソフ
トウェアモジュールの機能を指すとき、そのような機能は、そのソフトウェアモジュール
からの命令を実行するときにプロセッサによってインプリメントされることが理解される
であろう。
【０１０５】
　[0116]　ソフトウェアにインプリメントされる場合、これら機能は、コンピュータ可読
媒体上の１つまたは複数の命令またはコードとして、記憶または送信され得る。コンピュ
ータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする
任意の媒体を含む通信媒体およびコンピュータ記憶媒体の両方を含む。記憶媒体は、コン
ピュータによってアクセスされることができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定で
はなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、
ＣＤ－ＲＯＭあるいは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置あるいは他の磁気
記憶デバイス、または、命令あるいはデータ構造の形態で所望のプログラムコードを記憶
または搬送するために使用されることができ、およびコンピュータによってアクセスされ
ることができる、任意の他の媒体を備えることができる。また、任意の接続は、コンピュ
ータ可読媒体と適切には称される。例えば、ソフトウェアがウェブサイト、サーバ、また
は他の遠隔ソースから、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル
加入者回線（ＤＳＬ）、あるいは赤外線（ＩＲ）、無線、およびマイクロ波のようなワイ
ヤレス技術を使用して送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイスト
ペア、ＤＳＬ、あるいは赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は媒体
の定義に含まれる。本明細書で使用される、ディスク（disk）およびディスク（disc）は
、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク、光ディスク、デジタル多用途ディス
ク（ＤＶＤ）、フロッピーディスク、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスクを含み
、ここで、ディスク（disk）は通常、磁気的にデータを再生するが、ディスク（disc）は
、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。したがって、いくつかの態様では、コン
ピュータ可読媒体は、非一時的なコンピュータ可読媒体（例えば、有体的媒体）を備え得
る。加えて、他の態様では、コンピュータ可読媒体は、一時的なコンピュータ可読媒体（
例えば、信号）を備え得る。上記の組み合わせもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に
含まれるべきである。
【０１０６】
　[0117]　したがって、ある特定の態様は、本明細書に提示された動作を行うためのコン
ピュータプログラム製品を備え得る。例えば、そのようなコンピュータプログラム製品は
、命令を記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可読媒体を備え得、それら
の命令は、本明細書に説明された動作を行うために、１つまたは複数のプロセッサによっ
て実行可能である。例えば、コンピュータ可読媒体は、ＤＲＸモードに入るための記憶さ
れた命令（例えば、コード）であって、ＵＥが、第１のＲＡＴネットワークに接続されて
いる間に、アクティビティ期間と非アクティビティ期間を交互に繰り返す命令と、第２の
ＲＡＴネットワークにおける信号をモニタするために、チューンアウェイ期間の間、第１
のＲＡＴネットワークからチューンアウェイするための命令と、ＤＲＸモードのための非
アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ満了することになるかを決定する
ための命令と、その決定に少なくとも部分的に基づいて非アクティビティタイマーの値を
調整するための命令と、を有し得る。ある特定の態様では、コンピュータプログラム製品
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は、パーケージ材料を含み得る。
【０１０７】
　[0118]　さらに、本明細書に説明された方法および技法を行うためのモジュールおよび
／または他の適切な手段が、ダウンロードされ得ること、および／または、そうでなけれ
ば、適宜、ユーザ端末および／または基地局によって取得され得ることが理解されるべき
である。例えば、そのようなデバイスは、本明細書に説明された方法を行うための手段の
転送を容易にするために、サーバに結合されることができる。代替的に、本明細書に説明
された様々な方法は、ユーザ端末および／または基地局が、記憶手段をデバイスに提供ま
たは結合すると様々な方法を取得することができるように、記憶手段（例えば、ＲＡＭ、
ＲＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクのような物理記憶媒体、
等）を介して提供されることができる。さらに、本明細書に説明された方法および技法を
デバイスに提供するための任意の他の適した技法が利用されることができる。
【０１０８】
　[0119]　本願の特許請求の範囲が、上に例示された、構成およびコンポーネントそのも
のに限定されないことが理解されるべきである。様々な変更、改変、および変形が、本願
の特許請求の範囲から逸脱せずに、上述された方法および装置の配列、動作、および詳細
においてなされ得る。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図８Ａ】 【図９】
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【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月28日(2017.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　不連続受信（ＤＲＸ）モードに入ること、ここにおいて、前記ＵＥは、第１の無線アク
セス技術（ＲＡＴ）ネットワークに接続されている間、アクティビティ期間と非アクティ
ビティ期間を交互に繰り返す、と、
　第２のＲＡＴネットワークにおける信号をモニタするために、チューンアウェイ期間の
間、前記第１のＲＡＴネットワークからチューンアウェイすることと、
　前記ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ満
了することになるかを決定することと、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記非アクティビティタイマーの値を調整す
ることと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のＲＡＴネットワークは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワ
ークを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記第２のＲＡＴネットワークは、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ
）、１ｘＲＴＴ、時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）ネットワーク、また
は広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）、のうちの少なくとも１つを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＤＲＸモードは、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続状態のＤＲＸ（ＣＤＲＸ）モー
ドを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記ＵＥが前記チューンア
ウェイ期間の後に前記第１のＲＡＴネットワークにチューンバックするときに、前記非ア
クティビティタイマーの前記値を初期値、デフォルト値、または所定値にリセットするこ
とを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記非アクティビティタイ
マーの前記値をＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値に設定することを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値のためのしきい値よりも
少ない、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記非アクティビティタイマー、またはオフセットの
値と別のタイマーの値との合計のうちの最小値に等しい、
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記オフセットの前記値は、ｄｒｘｃｙｃｌｅｓｔａｒｔ＿ｏｆｆｓｅｔ値を備え、前
記別のタイマーの前記値は、ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎタイマーの値を備える、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　不連続受信（ＤＲＸ）モードに入るための手段、ここにおいて、前記ＵＥは、第１の無
線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークに接続されている間、アクティビティ期間と非ア
クティビティ期間を交互に繰り返す、と、
　第２のＲＡＴネットワークにおける信号をモニタするために、チューンアウェイ期間の
間、前記第１のＲＡＴネットワークからチューンアウェイするための手段と、
　前記ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ満
了することになるかを決定するための手段と、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記非アクティビティタイマーの値を調整す
るための手段と
　を備える、装置。
【請求項１１】
　前記第１のＲＡＴネットワークは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワ
ークを備える、
　請求項１０に記載の装置。
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【請求項１２】
　前記第２のＲＡＴネットワークは、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ
）、１ｘＲＴＴ、時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）ネットワーク、また
は広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）、のうちの少なくとも１つを備える、
　請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ＤＲＸモードは、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続状態のＤＲＸ（ＣＤＲＸ）モー
ドを備える、
　請求項１０に記載の装置。
【請求項１４】
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記ＵＥが前記チューンア
ウェイ期間の後に前記第１のＲＡＴネットワークにチューンバックするときに、前記非ア
クティビティタイマーの前記値を初期値、デフォルト値、または所定値にリセットするこ
とを備える、
　請求項１０に記載の装置。
【請求項１５】
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記非アクティビティタイ
マーの前記値をＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値に設定することを備える、
　請求項１０に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値のためのしきい値よりも
少ない、
　請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記非アクティビティタイマー、またはオフセットの
値と別のタイマーの値との合計のうちの最小値に等しい、
　請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記オフセットの前記値は、ｄｒｘｃｙｃｌｅｓｔａｒｔ＿ｏｆｆｓｅｔ値を備え、前
記別のタイマーの前記値は、ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎタイマーの値を備える、
　請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　　不連続受信（ＤＲＸ）モードに入ること、ここにおいて、前記ＵＥは、第１の無線ア
クセス技術（ＲＡＴ）ネットワークに接続されている間、アクティビティ期間と非アクテ
ィビティ期間を交互に繰り返す、と、
　　第２のＲＡＴネットワークにおける信号をモニタするために、チューンアウェイ期間
の間、前記第１のＲＡＴネットワークからチューンアウェイすることと、
　　前記ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ
満了することになるかを決定することと、
　　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記非アクティビティタイマーの値を調整
することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える、装置。
【請求項２０】
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　前記第１のＲＡＴネットワークは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワ
ークを備える、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第２のＲＡＴネットワークは、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ
）、１ｘＲＴＴ、時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）ネットワーク、また
は広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）、のうちの少なくとも１つを備える、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２２】
　前記ＤＲＸモードは、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続状態のＤＲＸ（ＣＤＲＸ）モー
ドを備える、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記ＵＥが前記チューンア
ウェイ期間の後に前記第１のＲＡＴネットワークにチューンバックするときに、前記非ア
クティビティタイマーの前記値を初期値、デフォルト値、または所定値にリセットするこ
とを備える、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２４】
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記非アクティビティタイ
マーの前記値をＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値に設定することを備える、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２５】
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値のためのしきい値よりも
少ない、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記非アクティビティタイマー、またはオフセットの
値と別のタイマーの値との合計のうちの最小値に等しい、
　請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記オフセットの前記値は、ｄｒｘｃｙｃｌｅｓｔａｒｔ＿ｏｆｆｓｅｔ値を備え、前
記別のタイマーの前記値は、ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎタイマーの値を備える、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　コンピュータ実行可能コードを記憶したコンピュータ可読媒体であって、前記コンピュ
ータ実行可能コードは、
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、不連続受信（ＤＲＸ）モードに入ること、ここにおいて
、前記ＵＥは、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークに接続されている間、ア
クティビティ期間と非アクティビティ期間を交互に繰り返す、と、
　第２のＲＡＴネットワークにおける信号をモニタするために、チューンアウェイ期間の
間、前記第１のＲＡＴネットワークからチューンアウェイすることと、
　前記ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ満
了することになるかを決定することと、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記非アクティビティタイマーの値を調整す
ることと
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　を行うためのものである、コンピュータ可読媒体。
【請求項２９】
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記ＵＥが前記チューンア
ウェイ期間の後に前記第１のＲＡＴネットワークにチューンバックするときに、前記非ア
クティビティタイマーの前記値を初期値、デフォルト値、または所定値にリセットするこ
とを備える、
　請求項２８に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３０】
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記非アクティビティタイ
マーの前記値をＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値に設定することを備える、
　請求項２８に記載のコンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　[0119]　本願の特許請求の範囲が、上に例示された、構成およびコンポーネントそのも
のに限定されないことが理解されるべきである。様々な変更、改変、および変形が、本願
の特許請求の範囲から逸脱せずに、上述された方法および装置の配列、動作、および詳細
においてなされ得る。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　不連続受信（ＤＲＸ）モードに入ること、ここにおいて、前記ＵＥは、第１の無線アク
セス技術（ＲＡＴ）ネットワークに接続されている間、アクティビティ期間と非アクティ
ビティ期間を交互に繰り返す、と、
　第２のＲＡＴネットワークにおける信号をモニタするために、チューンアウェイ期間の
間、前記第１のＲＡＴネットワークからチューンアウェイすることと、
　前記ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ満
了することになるかを決定することと、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記非アクティビティタイマーの値を調整す
ることと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記第１のＲＡＴネットワークは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワ
ークを備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第２のＲＡＴネットワークは、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ
）、１ｘＲＴＴ、時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）ネットワーク、また
は広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）、のうちの少なくとも１つを備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記ＤＲＸモードは、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続状態のＤＲＸ（ＣＤＲＸ）モー
ドを備える、
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　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記ＵＥが前記チューンア
ウェイ期間の後に前記第１のＲＡＴネットワークにチューンバックするときに、前記非ア
クティビティタイマーの前記値を初期値、デフォルト値、または所定値にリセットするこ
とを備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記非アクティビティタイ
マーの前記値をＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値に設定することを備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値のためのしきい値よりも
少ない、
　［Ｃ６］に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記非アクティビティタイマー、またはオフセットの
値と別のタイマーの値との合計のうちの最小値に等しい、
　［Ｃ７］に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記オフセットの前記値は、ｄｒｘｃｙｃｌｅｓｔａｒｔ＿ｏｆｆｓｅｔ値を備え、前
記別のタイマーの前記値は、ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎタイマーの値を備える、
　［Ｃ１０］に記載の方法。
［Ｃ１０］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　不連続受信（ＤＲＸ）モードに入るための手段、ここにおいて、前記ＵＥは、第１の無
線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークに接続されている間、アクティビティ期間と非ア
クティビティ期間を交互に繰り返す、と、
　第２のＲＡＴネットワークにおける信号をモニタするために、チューンアウェイ期間の
間、前記第１のＲＡＴネットワークからチューンアウェイするための手段と、
　前記ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ満
了することになるかを決定するための手段と、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記非アクティビティタイマーの値を調整す
るための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ１１］
　前記第１のＲＡＴネットワークは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワ
ークを備える、
　［Ｃ１０］に記載の装置。
［Ｃ１２］
　前記第２のＲＡＴネットワークは、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ
）、１ｘＲＴＴ、時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）ネットワーク、また
は広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）、のうちの少なくとも１つを備える、
　［Ｃ１０］に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記ＤＲＸモードは、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続状態のＤＲＸ（ＣＤＲＸ）モー
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ドを備える、
　［Ｃ１０］に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記ＵＥが前記チューンア
ウェイ期間の後に前記第１のＲＡＴネットワークにチューンバックするときに、前記非ア
クティビティタイマーの前記値を初期値、デフォルト値、または所定値にリセットするこ
とを備える、
　［Ｃ１０］に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記非アクティビティタイ
マーの前記値をＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値に設定することを備える、
　［Ｃ１０］に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値のためのしきい値よりも
少ない、
　［Ｃ１５］に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記非アクティビティタイマー、またはオフセットの
値と別のタイマーの値との合計のうちの最小値に等しい、
　［Ｃ１６］に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記オフセットの前記値は、ｄｒｘｃｙｃｌｅｓｔａｒｔ＿ｏｆｆｓｅｔ値を備え、前
記別のタイマーの前記値は、ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎタイマーの値を備える、
　［Ｃ１７］に記載の装置。
［Ｃ１９］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　　不連続受信（ＤＲＸ）モードに入ること、ここにおいて、前記ＵＥは、第１の無線ア
クセス技術（ＲＡＴ）ネットワークに接続されている間、アクティビティ期間と非アクテ
ィビティ期間を交互に繰り返す、と、
　　第２のＲＡＴネットワークにおける信号をモニタするために、チューンアウェイ期間
の間、前記第１のＲＡＴネットワークからチューンアウェイすることと、
　　前記ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ
満了することになるかを決定することと、
　　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記非アクティビティタイマーの値を調整
することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える、装置。
［Ｃ２０］
　前記第１のＲＡＴネットワークは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワ
ークを備える、
　［Ｃ１９］に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記第２のＲＡＴネットワークは、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ
）、１ｘＲＴＴ、時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）ネットワーク、また
は広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）、のうちの少なくとも１つを備える、
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　［Ｃ１９］に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記ＤＲＸモードは、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続状態のＤＲＸ（ＣＤＲＸ）モー
ドを備える、
　［Ｃ１９］に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記ＵＥが前記チューンア
ウェイ期間の後に前記第１のＲＡＴネットワークにチューンバックするときに、前記非ア
クティビティタイマーの前記値を初期値、デフォルト値、または所定値にリセットするこ
とを備える、
　［Ｃ１９］に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記非アクティビティタイ
マーの前記値をＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値に設定することを備える、
　［Ｃ１９］に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値のためのしきい値よりも
少ない、
　［Ｃ６］に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記ＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値は、前記非アクティビティタイマー、またはオフセットの
値と別のタイマーの値との合計のうちの最小値に等しい、
　［Ｃ７］に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記オフセットの前記値は、ｄｒｘｃｙｃｌｅｓｔａｒｔ＿ｏｆｆｓｅｔ値を備え、前
記別のタイマーの前記値は、ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎタイマーの値を備える、
　［Ｃ１０］に記載の装置。
［Ｃ２８］
　コンピュータ実行可能コードを記憶したコンピュータ可読媒体であって、前記コンピュ
ータ実行可能コードは、
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、不連続受信（ＤＲＸ）モードに入ること、ここにおいて
、前記ＵＥは、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークに接続されている間、ア
クティビティ期間と非アクティビティ期間を交互に繰り返す、と、
　第２のＲＡＴネットワークにおける信号をモニタするために、チューンアウェイ期間の
間、前記第１のＲＡＴネットワークからチューンアウェイすることと、
　前記ＤＲＸモードのための非アクティビティタイマーがいつ満了するか、またはいつ満
了することになるかを決定することと、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記非アクティビティタイマーの値を調整す
ることと
　を行うためのものである、コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２９］
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記ＵＥが前記チューンア
ウェイ期間の後に前記第１のＲＡＴネットワークにチューンバックするときに、前記非ア
クティビティタイマーの前記値を初期値、デフォルト値、または所定値にリセットするこ
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とを備える、
　［Ｃ２８］に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３０］
　前記決定は、前記ＤＲＸモードのための前記非アクティビティタイマーが、前記チュー
ンアウェイ期間中に満了する、または満了することになるという決定を備え、
　前記非アクティビティタイマーの前記値を調整することは、前記非アクティビティタイ
マーの前記値をＴＣＤＲＸａｗａｋｅ値に設定することを備える、
　［Ｃ２８］に記載のコンピュータ可読媒体。
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